
子育て親子の居場所づくり

～地域の子育て支援の様子から～

令和３年１月１９日

公益財団法人ひろしまこども夢財団

相 原 美 恵 子

広島県の子ども
元気いっぱい
キャラクター

イクちゃん



◆本日の流れ◆

•①こんにちは！(公財）ひろしまこども夢財団です

•②子育てを取り巻く地域資源～場所～

•③地域子育て支援拠点の役割について

•④コロナ禍での応援（支援）の様子から

•⑤まとめ



こんにちは！（公財）ひろしまこども夢財団です

•設 立：１９９６年２月

•種 別：公益財団法人

•出資者：広島県１００％

子どもたちが健やかに育ち
子育てに希望が持てる環境づくり

設立目的



こんにちは！（公財）ひろしまこども夢財団です

○広島県の子育てポータルサイト「イクちゃんネット」の運営
○「イクちゃん子育てガイド」の発行
○Kidsめるまがの配信

○子育て応援イクちゃんサービス
○イクちゃんベビールームの設置
○イクちゃんこども食堂ネットワーク
○「イクちゃん子育て応援団」支援のカタチ

○親育ち応援講座
・子育て応援講演会
・親子の絆づくり応援プログラム”赤ちゃんがきた！“
・お父さん応援講座
・防災教室「ひろしまJプログラム」
○子ども・子育てを支える人材育成
・子育て支援スタッフ研修会・リーダー研修会
・地域子育て支援コーディネータースキルアップ講座

◆取り組み内容



子育てを取り巻く地域資源～場所



令和2年度厚生労働省「地域子育て支援拠点事業とは（概要）



令和2年度厚生労働省「地域子育て支援拠点事業とは（概要）



地域子育て支援拠点における支援者の役割
子育て支援員研修Ⅷ-３ 鉄矢悦朗（東京学芸大学執筆）

具体的な支援者の役割

①温かく迎え入れる

②身近な相談相手であること

③利用者同士をつなぐ

④利用者と地域をつなぐ

⑤支援者が積極的に地域に出向く

○子育て当事者を運転席に、

支援者は助手席に！

○お産婆さん



広島県内の地域子育て支援拠点



市町別の地域子育て支援拠点の設置・利用状況



ひろしま子供の未来応援プラン 令和2年3月発行



【子育てアンケート(イクちゃんkid‘sめるまが）】（抜粋）
集計時期：令和2年10月23日（金）～11月1日（日）

対 象 者：kid’sめるまが登録者 回答者：1,371人（男性：152人 女性：1,219人）

①十分に感じる（18.1％）

②まあまあ感じる（52.7％）

③あまり感じない（25.7％）

④まったく感じない(3.6％）

（問）地域の中で，落ち着いた気持ちで過ごせる居場所や信頼できる人がいると感じますか。

（問）上の問で、「十分に感じる」「まあまあ感じる」と答えた方にお聞きします。
具体的にどのような場や人があたると思われますか。あてはまると思うものすべてを選択してください。



イクちゃん子育て応援団
「支援のカタチ」

http://ikuchan.or.jp/ouendan/index.html

子ども・子育てを応援～支援のカタチ～
○身近な子育て支援を知るきっかけ
○支援者やこれから子供・子育てに関わりたい人の
つながりづくりの窓口



オンラインを活用した支援の動き

新型コロナウイルス感染症

・支援センター閉鎖で
子育て親子との出会いがなくなった

・家でできる感染症予防について知りたい

・0歳児にも消毒やマスクはいるの？

新しい生活様式

・○○親子さんは
ずっとお家で大丈夫かしら？

・自宅待機になって
仕事ができない

・夫がテレワークになったけど
子ども以上に手がかかる

・家族以外の大人と話をすることがなくなった

・息がつまる…私だけ？

・私たちにできることを考えたい

・気軽に相談する所に行くことができない

・イラっとして
つい手が出そうになった…

子育て中の親が、家にいながらオンラインで
気軽に子育て相談やほかの親子との交流ができる場を設け
ストレスや不安を軽減できるしくみ

オンライン「おしゃべり広場」



オンライン「おしゃべり広場」

広島県オンライン「おしゃべり広場」事業説明資料より抜粋



オンライン「おしゃべり広場」

広島県オンライン「おしゃべり広場」事業説明資料より抜粋



オンライン「おしゃべり広場」活用状況 令和2年6月には全市町で展開

○子育て親子の交流

○保健指導や個別相談

○子育て支援拠点と市町の連絡調整

○県との連絡調整や研修会への活用

おしゃべり

広場
個別相談 保健指導

オンライン

教室
その他

5月 19 480 145 15 3 51 266 2,178人

6月 23 411 130 6 13 82 180 2,086人

7月 23 333 107 15 8 75 128 1,383人

8月 23 289 93 28 9 53 106 907人

9月 23 348 106 9 9 75 149 1,526人

10月 23 239 106 16 8 52 57 1,020人

11月 23 279 81 13 11 57 117 1,138人

合計 2,379 768 102 61 445 1,003 10,238人

月 実施市町数
延べ

参加人数

実施件数

【令和2年5月～11月の利用実績】



【広島県子育てアンケート(楽天リサーチ）】（抜粋）
集計時期：令和2年10月28日（水）～11月5日（木）

対象者：妊婦または0歳～6歳までの子を持つ男女 回答者：500人 （男性：223人 女性：277人）

（問）コロナ禍での子育てに不安を感じることがありますか。

(問）コロナ禍で外出を控えていますか。

①常に不安を抱えている (58人）

②時々不安を感じることがある (221人）

③一時期不安を感じていたが、今はそうでもない （127人）

④特に不安は感じない (94人）

①外出を控えており、今後も控えるつもり (137人）

②一時期外出を控えていた （283人）

③特に外出を控えてはいない （78人）

④その他 （2人）



オンライン活用について
対象者：子育て支援活動者（夢財団主催研修会参加者）

（問）コロナ禍による活動の変化はありますか。 どんなことですか。

・集まること自体がなくなった。メールでのやり取りではやはり意思が伝わりにくい。オン
ラインで顔が見えるとホットするという意見が多い。

・自粛のため、活動回数が減った。Zoomを活用したこともあった。

・コロナ禍でも対面講座を希望されるケースが多いです。そのため、感染がおさまってい
る時期は対面で行っていましたが、個別の相談にのるなど距離が近くなることは一切で
きなくなりました。

・部外者が施設に出向くことが感染予防対策として適さないため、緊急事態宣言が出て
以来依頼の回数が激減しました。公民館での講座なども9月以降はすべて中止になりま
した。

・イベントの実施方法に苦慮。オンラインの活用も考えながら今後を模索中。



オンライン「おしゃべり広場」

◆利用者の声

・久しぶりに家族以外と話ができてよかった。

・一人で悶々と悩むよりほかの人の話を聞くだ
けで安心できた。

・県外から転入したばかりで知り合いがいな
かったので、おしゃべり広場で近所の方と連絡
先を交換できてうれしかった。

・広場などが利用制限となる中、週に1回でも
オンラインで楽しく過ごす時間があって嬉しい。

・あかちゃんとのお出かけは準備が大変。オン
ラインだと気軽に参加できるので嬉しい。

・出産で帰省していても参加できて嬉しい。

◆実施スタッフの声
・健康相談の時に子育て支援センターの様子を見
てもらうことで、支援センターのイメージが付いた
様子だった。視覚的支援の手段として有用だと感
じた。
・リピーターの参加者も多く、画面越しだが、子ど
もの成長を実感する場面もあり、実施している良
さを感じた。
・対面予定だった子育て講座を急遽オンラインに
変更した。資料の提示が画面共有の操作で対面の
時以上に分かりやすいようだった。
・対面ではマスクをつけての会話になるが、オンラ
インであればマスクなしで表情が読み取れる点が
よい。
・数回活用して慣れてくると、以外と簡単に参加で
きるので、外に出れない方へのサポートの幅が広
がると感じた。

・一方通行のテレビやDVDなど
とは違って、反応が返ってくるの
は、子どももうれしいようだった。



オンライン活用について
対象者：オンライン「おしゃべり広場」実践者

（問）オンラインを活用した取り組みを進めていくために

必要なことはどんなことだと思いますか。

・対象である親子への興味付けや参加を促す周知

・気軽に参加できるWi-Fi環境

・運営する自身の端末操作スキルの向上を目的とした研修会

・企画力

・オンラインができる静かな別室

・専門性のある講師の情報（オンライン講演会等の開催）

・実践者同士の情報交流の機会

・時間設定なしのアカウントや周辺機器（照明や固定機器、外付けなどの充実

・オンライン中のトラブル対応可能なテクニカルサポート

・実践者自身が頻繁に端末に触れる機会（研修会、交流会など）



オンライン「おしゃべり広場」

各市町の実施の様子

広島県子育てポータルサイト
イクちゃんネット
http://ikuchan.or.jp/



最初から一人前の親などいません。
子どもを育てながら

また、周りのサポートを受けながら
少しずつあなたは親になっていくのです。

～親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”～

おわりに…

公益財団法人ひろしまこども夢財団は、皆さんとのつながりを大切にしています！！


